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Ⅰ　 研 究の成果　 　（1000字程度）
（図表も含めて分か りやす く記入の こと）
1
.(FeII0.31CrI0.69)[CrIII(CN)6]2/3・5H2O強磁性 薄 膜 に おけ るMSHG
　本グルー プで は、強磁性集積 型金属錯体 に
おけるMSHG（磁化誘起第二高調波発生）初
観測 と して、(FeII0.31CrII0.69)[CrIII(CN)6]2/3・5H2O
強磁性薄膜 において、磁化によ りSHG（第二
高調波）の偏光面が回転す ることを報告 して
いる。本研 究では、 この回転角の入射光 波長
依存性 の検討を行 った。実験 は、磁気相転移
温度 （Tc＝190　K）以下であ る10K、外部磁場
ITで行 った。その結果、回転角変化 はSH光
が500nmのとき最大となった （図1）。本薄膜 は、この波長領域 にFeII-CrIIIのIT（intervalence
transfer）バ ンドが存在す る （図1）。また本系では、テ ンソル解析 によ り、SHGの結晶成 分
と磁化成分 は直交 していることがわかってお り （図1挿 図）、回転角の増大 には磁化成分が
寄与 していると思われ る。 また楕 円率につ いて も同様 の測定 を行 い、 これ らの測定 値 と解
析解よ り、非線形感受率の結 晶成分 に対す る磁化成分 の大きさの比を求 めた ところ、その
値はITパン ド付近で ピークを持ち、大 きさは2.4％で あった。 これ らの結果 より、大きな回
転角変化は、ITバン ドによって磁化勝起成分が強 く発現 したためであると現 在考 えている。
このよ うに、MSHG活性な系 にITバン ドを導入す る ことは、MSHGをエンハ ンスす る手法
として有効であるといえる。
2.焦電性集積型金属錯体における第二高調波発生
　 本グループで合成された新規集積型金属錯体[CuII(NH3)2]2[MoIV(CN)8]は、空間群Fdd2に
属 し、自発電気分極 を持つ焦電体で ある。このよ うな結晶か らは、SHGが期待 され るので、
1064nmのNd：YAGレーザー を照射 し、532nmの出射光 の検出を行 った。その結果、532nm
単色のSH光 が観測 され、そのSH活 性は、KH2PO4（KDP）
の12％という強い値を示 した （図2）。 また この錯体 は、
150℃まで重量変化 を示さず 、また長時間の レーザー照射
にお いても出射光の減少が観測 されない、安定性に優れた
SHG材料であることがわか った。
　 　さ ら に 、 別 の 新 規 焦 電 性 集 積 型 金 属 錯 体
[｛MnHII(H2O）2｝｛MnII(pyrazine)(H20)2｝｛MoICV(CN)8｝]・4H2O（空
間 群P21）に お いて も、同様 の 手法 でSHGを 観測 し,KDP
比4％ のSH活 性 を示 した 。
図2[CuII(NH3)2]2[MoIV(CN)8]におけ
  るSH光 強度 の入 射光 強度依 存
　 　性 （295K）。実 縁は2次 関数 。


